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 要 旨   

 

COVID-19 流行中のアルコール消費量の増大については限定的なエビデンスしかない。

この研究では、(1) COVID-19流行中、飲酒行動は変化したか、(2) これらの変化に対し

て COVID-19に関連したストレスは、どのような影響を与えたかに関して評価を行った。

研究は 2020 年 5 月に米国の 21 歳以上の成人から便宜的に抽出したサンプルを用いてオ

ンラインで横断的調査を行った。COVID-19のストレスとアルコール消費量に関して、性、

人種、民族、年齢、世帯収入で調整し、回帰分析を行った。全回答 832名の内訳は：女性

84%、白人 85%、26 歳～49 歳 72%。回答者は過去 1 か月間に 12.2 日、26.8 ドリンク飲酒

していた。回答者のうち 1/3(34.1%)はビンジ飲酒、7.0%では極端なビンジ飲酒の経験が

あった。COVID-19 に関連したストレスを経験した者では、そうでない者に対して、より

多く飲酒し（β=4.7; 信頼区間(0.2,9.1); p=0.040）、飲酒日数も多かった（β=2.4; 信

頼区間(0.6,4.1); p=0.007）。約 60%の回答者が COVID-19流行以前に比べて飲酒量が増大

したと報告しているのに対し減少は 13%に過ぎなかった。飲酒量増大の理由としては、ス

トレス(45.7%)、アルコールの入手のし易さ(34.4%)、退屈(30.1%)となっている。COVID-

19 によってストレスを感じると回答したものは、より多くの日数、より多く飲酒するよ

うになっており、個人としても公衆衛生の点からも懸念される。 

 

 


